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市
庁
舎
改
修
事
業
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
組
織
改
正
条

例
案
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
こ
と

と
の
整
合
性
は
。

　

条
例
案
に
伴
っ
て
の
予
算

で
あ
る
が
、
庁
舎
に
つ
い
て
使

用
す
る
こ
と
に
は
変
わ
ら
な

い
。
４
月
に
向
け
て
再
度
検
討

す
る
。

　

安
心
メ
ー
ル
の
情
報
提
供

が
遅
い
と
の
苦
情
を
聞
く
が
。

　

熊
の
出
没
情
報
は
、
入
っ

て
き
た
段
階
で
す
ぐ
に
知
ら
せ

て
い
る
が
、
不
審
者
情
報
は
、

一
旦
警
察
に
入
っ
て
か
ら
に
な

る
の
で
、
半
日
か
ら
一
日
遅
れ

る
。
今
後
検
討
し
た
い
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
機
械

導
入
の
減
額
理
由
と
し
て
、
面

積
要
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
。

　

当
初
予
算
で
は
バ
キ
ュ
ー

ム
カ
ー
導
入
の
要
件
と
し
て
、

２
０
０
㌶
、
４
０
０
０
ト
ン
で

協
議
し
て
い
た
。
２１
年
度
実
績

は
９０
㌶
、
１
７
９
７
ト
ン
。
計

画
の
甘
さ
は
反
省
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

都
市
計
画
法
の
道
路
幅
員

は
、
基
本
的
に
４
ｍ
が
公
道
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今

回
の
市
道
認
定
の
道
路
は
、

３
・
２
ｍ
の
幅
員
と
な
っ
て
い

る
個
所
が
あ
る
が
。

　

今
回
の
３
・
２
ｍ
の
幅
員

部
分
は
、
８
月
に
寄
付
を
い
た

だ
い
た
部
分
で
あ
る
。
緊
急
車

両
が
通
り
抜
け
ら
れ
る
道
路
に

し
て
欲
し
い
と
の
地
元
要
望
が

あ
り
、
市
道
認
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

の
対
応
や
現
時
点
で
の
短
期
証

発
行
者
数
は
。

　

過
年
度
滞
納
に
加
え
現
年

度
滞
納
も
あ
り
、
滞
納
に
伴
う

延
滞
金
も
あ
る
。

短
期
証
の
発
行
は
８
月
末
で

約
４
０
０
件
で
減
少
し
て
い

る
。
悪
質
な
滞
納
に
つ
い
て
は

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
今
ま

で
以
上
に
厳
し
い
対
応
を
し
た

い
。

　

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
緊
急

雇
用
で
２
名
削
減
と
の
説
明
だ

が
、
巡
回
体
制
は
ど
う
な
の

か
。

　

巡
回
は
平
日
昼
間
が
主

体
。
府
で
は
休
日
も
行
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
市

と
し
て
は
休
日
や
夜
間
の
対
応

の
考
え
は
な
い
。

会計名 補正前の額 補正額 補正後の額 概要

国民健康保険事業 ３４億８，９５３万円 １，３１０万円 ３５億２６３万円 療 養 給 付 費 な ど

介 護 保 険 事 業 ３０億４，４０５万円 △１４４万円 ３０億４，２６１万円 職員給与費等繰入金など

市営バス運行事業 ４，５７０万円 ３７万円 ４，６０７万円 嘱託職員賃金など

簡 易 水 道 事 業 ７億４，５１９万円 △２，３４５万円 ７億２，１７４万円 光 熱 水 費 な ど

下 水 道 事 業 ２８億８，９５８万円 △３，３７０万円 ２８億５，５８８万円 事業費の精査など

土 地 取 得 事 業 １億３，７４０万円 １億９，７２９万円 ３億３，４６９万円 公有財産購入費など

後期高齢者医療事業 ４億３，１４５万円 １８１万円 ４億３，３２６万円 職 員 給 与 費

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

平成２２年度 特別会計補正予算

歳出の概要歳入の概要
議会費……………………30万円減額

総務費………………8,079万円追加

民生費………………1,352万円減額

衛生費………………1,568万円減額

労働費……………………35万円減額

農林水産業費…………975万円追加

商工費………………3,256万円追加

土木費………………

合計…………………

消防費……………………

5,881万円追加

8万円追加

教育費…………………710万円減額

災害復旧費……………164万円追加

1億4,668万円

人事院勧告に伴う議員手当の減額など

市庁舎改修事業など

国民健康保険事業特別会計繰出金など

簡易水道事業特別会計繰出金など

緊急雇用創出事業の減額

南丹区域農用地総合整備事業など

京都新光悦村企業立地奨励金など

都市計画街路事業など

消防施設等整備事業など

体育施設管理費など

農地・農業用施設災害復旧事業

分担金及び負担金………
鳥獣害防止総合対策事業分担金など

汲取券等取扱手数料

地域バイオマス利活用交付金など

老人医療助成事業等補助金など

土地建物売払収入など

ふるさと南丹応援寄附金

土地取得事業特別会計繰入金

汲取券・ごみ袋等販売代金など

過疎地域自立促進特別事業債など

３９万円減額

使用料及び手数料………４５万円減額

国庫支出金……………１７４万円減額

府支出金………………２６８万円追加

財産収入……………５，６０７万円追加

寄付金…………………６１０万円追加

繰入金……………………４５万円減額

諸収入…………………

合計……………

９５４万円減額

市債…………………９，４４０万円追加

１億４，６６８万円追加

１１
月
２４
日
に
開
会
さ
れ
た
１２
月
定
例

会
に
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
１２

月
３
日
か
ら
各
常
任
委
員
会
で
審
議
さ

れ
、
１２
月
１５
日
の
本
会
議
で
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
庁
舎
改
修
事
業
を
盛
り
込

ん
だ
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

は
、
「
旧
法
務
局
園
部
支
局
の
建
物
を

庁
舎
と
し
て
利
用
す
る
具
体
的
な
計
画

が
無
く
な
っ
た
中
で
は
、
そ
の
た
め
の

予
算
計
上
も
根
拠
が
な
く
、
補
正
予
算

案
は
修
正
さ
れ
る
べ
き
」
と
す
る
補
正

予
算
の
修
正
案
が
議
員
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
本
補
正
予
算
案
は
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
も
の
の
、
「
市
民
の
利
便

性
、
安
全
性
、
効
率
性
に
配
慮
し
た
活

用
に
向
け
て
の
関
係
資
料
を
議
会
に
示

し
た
う
え
で
の
予
算
執
行
」
を
求
め
る

付
帯
決
議
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

1億４,668万円を追加
予算総額210億2219万円に

人
事
案
件

　
次
の
方
々
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

山
口　

正
美

（
日
吉
町
田
原
）

尾
上　

逸
夫

（
美
山
町
大
野
）

武
中
富
久
栄

（
美
山
町
島
）

環境パトロール

市議会だより『なんたん』／第20号 6市議会だより『なんたん』／第20号7

賛成16
反対 5


